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高
崎
市
新
町
公
民
館

古
典
文
学
講
座

令
和
元
年
十
月
三
十
日

万
葉
集
を
よ
む
～
令
和
に
ち
な
ん
で
～

第
５
回

新
町
公
民
館

北

川

和

秀

◎
前
回
の
宿
題

○
秋
さ
ら
ば
（
四
六
四
番
歌
）

・
原
文
…
…
秋
去
者

◎
万
葉
集
に
お
け
る
「
さ
る
」
の
用
例

Ａ
．
季
節
が
来
る

【
春
さ
れ
ば
】
春
に
な
る
と

例
27

○
春
さ
れ
ば
ま
づ
咲
く
や
ど
の
梅
の
花
独
り
見
つ
つ
や
春
日
暮
ら
さ
む
（
五
・
八
一
八
）

「
波
流
佐
礼
婆
」
山
上
憶
良

ほ
か
に
「
波
流
佐
礼
婆
」
２
、
「
波
流
左
礼
婆
」
１
、
「
春
佐
礼
播
」
１
、
「
春
佐
礼
婆
」
１
、

「
春
去
婆
」
１
、
「
春
去
者
」

、
「
春
避
者
」
１
、
「
春
之
在
者
」
３
、
「
春
去
」
２

14

【
春
さ
り
来
れ
ば
】
春
に
な
る
と

７
例

○
冬
こ
も
り

春
さ
り
来
れ
ば

鳴
か
ず
あ
り
し

鳥
も
来
鳴
き
ぬ
～
（
一
・
一
六
）

「
春
去
来
者
」
額
田
王

ほ
か
に
「
春
去
来
者
」
５
、
「
春
去
来
之
」
１

【
春
さ
り
ぬ
れ
ば
】
春
に
な
る
と

１
例

○
～
う
ち
靡
く

春
さ
り
ぬ
れ
ば

山
辺
に
は

花
咲
き
を
を
り

川
瀬
に
は

鮎
子
さ
走
り
～

（
三
・
四
七
五
）
「
春
去
奴
礼
婆
」
大
伴
家
持

【
春
さ
ら
ば
】
春
に
な
っ
た
ら

５
例

○
春
さ
ら
ば
逢
は
む
と
思
ひ
し
梅
の
花
今
日
の
遊
び
に
相
見
つ
る
か
も
（
五
・
八
三
五
）

「
波
流
佐
良
婆
」

高
氏
義
通

ほ
か
に
「
波
流
佐
良
婆
」
２
、
「
春
去
者
」
１
、
「
春
去
」
１

【
春
さ
り
ゆ
く
と
】
春
に
な
っ
て
く
る
と

１
例

○
～
う
ち
靡
く

春
さ
り
ゆ
く
と

山
の
上
に

霞
た
な
び
く

高
円
に

鴬
鳴
き
ぬ
～

（
六
・
九
四
八
）
「
春
去
徃
跡
」
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【
春
さ
り
ゆ
か
ば
】
春
に
な
っ
た
ら

１
例

○
～
冬
こ
も
り

春
さ
り
ゆ
か
ば

飛
ぶ
鳥
の

早
く
来
ま
さ
ね

龍
田
道
の

岡
辺
の
道
に

丹
つ

つ
じ
の

に
ほ
は
む
時
の
～
（
六
・
九
七
一
）
「
春
去
行
者
」
高
橋
虫
麻
呂

【
春
さ
り
に
け
り
】
春
が
来
た
こ
と
だ

１
例

○
風
交
り
雪
は
降
り
つ
つ
し
か
す
が
に
霞
た
な
び
き
春
さ
り
に
け
り
（
一
〇
・
一
八
三
六
）

「
春
去
尓
来
」

【
春
さ
り
く
ら
し
】
春
が
来
た
ら
し
い

１
例

○
う
ち
靡
く
春
さ
り
来
ら
し
山
の
際
の
遠
き
木
末
の
咲
き
ゆ
く
見
れ
ば
（
一
〇
・
一
八
六
五
）

「
春
避
来
之
」

【
春
さ
り
て
】
春
に
な
っ
て

１
例

○
～
春
さ
り
て

野
辺
を
廻
れ
ば

～

秋
さ
り
て

山
辺
を
行
け
ば
～
（
一
六
・
三
七
九
一
）

「
春
避
而
」

【
秋
さ
れ
ば
】
秋
に
な
る
と

例
10

○
秋
さ
れ
ば
雁
飛
び
越
ゆ
る
龍
田
山
立
ち
て
も
居
て
も
君
を
し
ぞ
思
ふ
（
一
〇
・
二
二
九
四
）

「
秋
去
者
」

ほ
か
に
「
安
伎
左
礼
婆
」
１
、
「
安
伎
佐
礼
婆
」
１
、
「
安
吉
佐
礼
婆
」
１
、
「
秋
左
礼
婆
」
、

「
秋
去
者
」
５

【
秋
さ
ら
ば
】
秋
に
な
っ
た
ら

８
例

○
秋
さ
ら
ば
見
つ
つ
偲
へ
と
妹
が
植
ゑ
し
屋
前
の
石
竹
花
咲
き
に
け
る
か
も
（
三
・
四
六
四
）

「
秋
去
者
」
大
伴
家
持

ほ
か
に
「
安
伎
左
良
婆
」
１
、
「
安
吉
佐
良
婆
」
１
、
「
安
伎
佐
良
婆
」
１
、
「
秋
佐
良
婆
」
１
、

「
秋
去
者
」
３

【
秋
さ
り
て
】
秋
に
な
っ
て

１
例

○
～
春
さ
り
て

野
辺
を
廻
れ
ば

～

秋
さ
り
て

山
辺
を
行
け
ば
～
（
一
六
・
三
七
九
一
）

「
秋
僻
而
」

【
秋
さ
り
衣
】
秋
に
な
っ
て
初
め
て
着
る
衣

１
例

○
織
女
の
五
百
機
立
て
て
織
る
布
の
秋
さ
り
衣
誰
れ
か
取
り
見
む
（
一
〇
・
二
〇
三
四
）
「
秋
去
衣
」
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Ｂ
．
時
が
来
る

【
朝
さ
れ
ば
】
朝
に
な
る
と

１
例

○
朝
さ
れ
ば

妹
が
手
に
ま
く

鏡
な
す

御
津
の
浜
び
に

大
船
に

真
楫
し
じ
貫
き

韓
国
に

渡
り
行
か
む
と
～
（
一
五
・
三
六
二
七
）
「
安
佐
散
礼
婆
」
遣
新
羅
使
人

【
夕
さ
れ
ば
】
夕
方
に
な
る
と

例
30

○
夕
さ
れ
ば
小
倉
の
山
に
鳴
く
鹿
は
今
夜
は
鳴
か
ず
寐
ね
に
け
ら
し
も
（
八
・
一
五
一
一
）

「
暮
去
者
」
舒
明
天
皇

ほ
か
に
「
由
布
佐
礼
婆
」
６
、
「
由
布
左
礼
婆
」
２
、
「
暮
左
礼
婆
」
１
、
「
夕
去
者
」
６
、

「
暮
去
者
」

、
「
夕
去
」
２

12

【
夕
さ
り
来
れ
ば
】
夕
方
に
な
る
と

２
例

○
～
玉
限
る

夕
さ
り
来
れ
ば

み
雪
降
る

安
騎
の
大
野
に

旗
す
す
き

小
竹
を
押
し
な
べ

草

枕

旅
宿
り
せ
す

い
に
し
へ
思
ひ
て
（
一
・
四
五
）
「
夕
去
来
者
」
柿
本
人
麻
呂

ほ
か
に
「
夕
去
来
者
」
１

【
夕
さ
ら
ば
】
夕
方
に
な
っ
た
ら

３
例

○
夕
さ
ら
ば
君
に
逢
は
む
と
思
へ
こ
そ
日
の
暮
る
ら
く
も
嬉
し
く
あ
り
け
れ
（
一
二
・
二
九
二
二
）

「
夕
去
者
」

ほ
か
に
「
暮
去
者
」
２

【
明
け
さ
れ
ば
】
夜
が
明
け
る
と

３
例

○
あ
さ
り
す
と
礒
に
棲
む
鶴
明
け
さ
れ
ば
浜
風
寒
み
己
妻
呼
ぶ
も
（
七
・
一
一
九
八
）
「
暁
去
者
」

ほ
か
に
「
安
気
左
礼
婆
」
１
、
「
明
去
者
」
１

【
明
け
さ
り
に
け
り
】
夜
が
明
け
て
し
ま
っ
た

１
例

○
相
見
ら
く
飽
き
足
ら
ね
ど
も
い
な
の
め
の
明
け
さ
り
に
け
り
舟
出
せ
む
妻
（
一
〇
・
二
〇
二
二
）

「
明
去
来
理
」
柿
本
人
麻
呂
歌
集
（
非
）

【
夜
さ
り
来
れ
ば
】
夜
が
や
っ
て
く
る
と

１
例

○
ぬ
ば
た
ま
の
夜
さ
り
来
れ
ば
巻
向
の
川
音
高
し
も
あ
ら
し
か
も
疾
き
（
七
・
一
一
〇
一
）

「
夜
去
来
者
」
柿
本
人
麻
呂
歌
集
（
非
）
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Ｃ
．
（
打
消
を
伴
っ
て
）
欠
け
る
こ
と
な
く

【
朝
去
ら
ず
】
毎
朝

５
例

○
鹿
背
の
山
木
立
を
茂
み
朝
さ
ら
ず
来
鳴
き
響
も
す
鴬
の
声
（
六
・
一
〇
五
七
）
「
朝
不
去
」

田
辺
福
麻
呂
歌
集

ほ
か
に
「
安
佐
左
良
受
」
２
、
「
朝
不
離
」
２

【
夕
去
ら
ず
】
毎
夕

３
例

○
今
日
も
か
も
明
日
香
の
川
の
夕
さ
ら
ず
か
は
づ
鳴
く
瀬
の
さ
や
け
く
あ
る
ら
む
（
三
・
三
五
六
）

「
夕
不
離
」
上
古
麻
呂

ほ
か
に
「
夕
不
去
」
１
、
「
暮
不
去
」
１

【
宵
去
ら
ず
】
毎
晩

２
例

○
白
雲
の
五
百
重
に
隠
り
遠
く
と
も
宵
さ
ら
ず
見
む
妹
が
あ
た
り
は
（
一
〇
・
二
〇
二
六
）

「
夜
不
去
」
柿
本
人
麻
呂
歌
集
（
非
）

ほ
か
に
「
初
夜
不
去
」
１

【
岩
も
と
去
ら
ず
】
全
て
の
岩
蔭
に

１
例

○
み
吉
野
の
岩
も
と
さ
ら
ず
鳴
く
か
は
づ
う
べ
も
鳴
き
け
り
川
を
さ
や
け
み
（
一
〇
・
二
一
六
一
）

「
石
本
不
避
」

Ｄ
．
（
打
消
を
伴
っ
て
）
離
れ
ず

【
川
淀
去
ら
ず
】
川
淀
を
離
れ
ず

１
例

○
明
日
香
河
川
淀
さ
ら
ず
立
つ
霧
の
思
ひ
過
ぐ
べ
き
恋
に
あ
ら
な
く
に
（
三
・
三
二
五
）

「
川
余
藤
不
去
」
山
部
赤
人

【
海
辺
常
去
ら
ず
】
海
辺
を
常
に
離
れ
ず

１
例

○
須
磨
人
の
海
辺
常
去
ら
ず
焼
く
塩
の
辛
き
恋
を
も
我
れ
は
す
る
か
も
（
一
七
・
三
九
三
二
）

「
海
辺
都
祢
佐
良
受
」
平
群
女
郎

【
み
山
を
去
ら
ぬ
】
お
山
を
離
れ
な
い

１
例

○
夕
さ
れ
ば
み
山
を
去
ら
ぬ
布
雲
の
あ
ぜ
か
絶
え
む
と
言
ひ
し
子
ろ
は
も
（
一
四
・
三
五
一
三
）

「
美
夜
麻
乎
左
良
奴
」
東
歌
（
未
勘
国
）
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【
朝
廷
去
ら
ず
て
】
朝
廷
を
去
ら
ず
に

１
例

○
万
世
に
い
ま
し
た
ま
ひ
て
天
の
下
奏
し
た
ま
は
ね
朝
廷
去
ら
ず
て
（
五
・
八
七
九
）

「
美
加
度
佐
良
受
弖
」
山
上
憶
良

【
面
影
去
ら
ず
】
面
影
が
消
え
る
こ
と
な
く

１
例

○
里
遠
み
恋
わ
び
に
け
り
ま
そ
鏡
面
影
去
ら
ず
夢
に
見
え
こ
そ
（
一
一
・
二
六
三
四
）
「
面
影
不
去
」

【
床
の
辺
去
ら
ず
】
床
の
あ
た
り
を
離
れ
ず

３
例

○
今
よ
り
は
恋
ふ
と
も
妹
に
逢
は
め
や
も
床
の
辺
去
ら
ず
夢
に
見
え
こ
そ
（
一
二
・
二
九
五
七
）

「
床
辺
不
離
」

ほ
か
に
「
登
許
能
辺
佐
良
受
」
１
、
「
床
重
不
去
」
１

【
枕
去
ら
ず
て
】
枕
辺
を
離
れ
ず

１
例

○
直
に
逢
は
ず
あ
ら
く
も
多
く
敷
栲
の
枕
去
ら
ず
て
夢
に
し
見
え
む
（
五
・
八
〇
九
）

「
麻
久
良
佐
良
受
提
」

【
ね
ど
な
さ
り
そ
ね
】
こ
の
寝
床
に
い
つ
も
い
て
く
れ

１
例

○
安
達
太
良
の
嶺
に
伏
す
鹿
猪
の
あ
り
つ
つ
も
我
れ
は
至
ら
む
寝
処
な
去
り
そ
ね

（
一
四
・
三
四
二
八
）
「
祢
度
奈
佐
利
曽
祢
」
東
歌
（
陸
奥
）

【
枕
片
さ
る
】
あ
な
た
の
枕
が
床
の
一
方
に
寄
っ
て
い
る

１
例

○
こ
こ
だ
く
も
思
ひ
け
め
か
も
敷
栲
の
枕
片
さ
る
夢
に
見
え
来
し
（
四
・
六
三
三
）
「
枕
片
去
」
娘
子

【
夜
床
片
去
り
】
夜
床
の
片
方
を
開
け
て
や
す
み

１
例

○
～
は
し
き
よ
し

妻
の
命
の

衣
手
の

別
れ
し
時
よ

ぬ
ば
た
ま
の

夜
床
片
さ
り

朝
寝
髪

掻
き
も
梳
ら
ず

出
で
て
来
し

月
日
数
み
つ
つ
～
（
一
八
・
四
一
〇
一
）

「
夜
床
加
多
左
里
」
大
伴
家
持
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◎
万
葉
集
に
お
け
る
「
な
り
」
の
用
例

Ⅰ
、
声
や
音
が
聞
え
る

５
３
例

Ａ
、
動
物
の
鳴
き
声

３
８
例

Ｂ
、
物
音

１
５
例

ａ
、
鳥
の
声

ａ
、
道
具
の
音

28

12

雁
（
か
り
）

楫
（
か
ぢ
）

(6)

(8)

ほ
と
と
ぎ
す

弭
（
は
ず
）

(6)

(2)

鶴
（
た
づ
）

鞆
（
と
も
）

(5)

(1)

鶏
（
か
け
）

鐘

(4)

(1)

呼
子
鳥

ｂ
、
水
の
音

(2)

2

千
鳥

ｃ
、
そ
の
他
の
音

(2)

1

鴨

廬

(2)

(1)

鴬

(1)

ｂ
、
そ
の
他
の
動
物
の
声

10

鹿

(6)

河
蝦
（
か
は
ず
）

(3)

ひ
ぐ
ら
し

(1)

Ⅱ
、
伝
え
聞
く

５
例

Ａ
、
「
動
物
の
鳴
き
声
」
の
例

ａ
、
「
鳥
の
声
」
の
例

・
わ
が
屋
戸
に
鳴
き
し
雁
が
ね
雲
の
上
に
今
夜
鳴
く
な
り
国
へ
か
も
行
く
（
二
一
三
〇
）
雁

・
か
き
霧
ら
し
雨
の
降
る
夜
を
霍
公
鳥
鳴
き
て
行
く
な
り
あ
は
れ
そ
の
鳥
（
一
七
五
六
）

ほ
と
と
ぎ
す

・
ぬ
ば
た
ま
の
夜
は
明
け
ぬ
ら
し
多
麻
の
浦
に
求
食
す
る
鶴
鳴
き
渡
る
な
り
（
三
五
九
八
）
鶴

・
暁
と
鶏
は
鳴
く
な
り
よ
し
ゑ
や
し
独
り
寝
る
夜
は
明
け
ば
明
け
ぬ
と
も
（
二
八
〇
〇
）
鶏

・
春
日
な
る
羽
易
の
山
ゆ
佐
保
の
内
へ
鳴
き
行
く
な
る
は
誰
呼
子
鳥
（
一
八
二
七
）
呼
子
鳥

・
佐
保
川
に
鳴
く
な
る
千
鳥
何
し
か
も
川
原
を
偲
ひ
い
や
川
の
ぼ
る
（
一
二
五
一
）
千
鳥

・
吉
野
な
る
夏
実
の
河
の
川
淀
に
鴨
そ
鳴
く
な
る
山
陰
に
し
て
（
三
七
五
）
鴨

・
春
さ
れ
ば
木
末
隠
れ
て
鴬
そ
鳴
き
て
去
ぬ
な
る
梅
が
下
枝
に
（
八
二
七
）
鴬
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ｂ
、
「
そ
の
他
の
動
物
の
声
」
の
例

・
雁
来
れ
ば
萩
は
散
り
ぬ
と
さ
男
鹿
の
鳴
く
な
る
声
も
う
ら
ぶ
れ
に
け
り
（
二
一
四
四
）
鹿

・
夕
さ
ら
ず
河
蝦
鳴
く
な
る
三
輪
川
の
清
き
瀬
の
音
を
聞
か
く
し
良
し
も
（
二
二
二
二
）
河
蝦

・
萩
の
花
咲
き
た
る
野
辺
に
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
な
る
な
へ
に
秋
の
風
吹
く
（
二
二
三
一
）ひ

ぐ
ら
し

Ｂ
、
「
物
音
」
の
例

ａ
、
「
道
具
の
音
」
の
例

・
楫
の
音
そ
ほ
の
か
に
す
な
る
海
未
通
女
沖
つ
藻
刈
り
に
舟
出
す
ら
し
も
（
一
一
五
二
）
楫

・
～
御
執
ら
し
の

梓
の
弓
の

金
弭
の

音
す
な
り
～
（
三
）
弭

・
ま
す
ら
を
の
鞆
の
音
す
な
り
も
の
の
ふ
の
大
臣
楯
立
つ
ら
し
も
（
七
六
）
鞆

・
皆
人
を
寝
よ
と
の
鐘
は
打
つ
な
れ
ど
君
を
し
思
へ
ば
寝
ね
か
て
ぬ
か
も
（
六
〇
七
）
鐘

ｂ
、
「
水
の
音
」
の
例

・
天
の
河
浮
津
の
波
音
騒
く
な
り
わ
が
待
つ
君
し
舟
出
す
ら
し
も
（
一
五
二
九
）
水
の
音

ｃ
、
「
そ
の
他
の
音
」

・
秋
田
刈
る
廬
揺
く
な
り
白
露
し
置
く
穂
田
な
し
と
告
げ
に
来
ぬ
ら
し
（
二
一
七
六
）
廬

Ⅱ
、
「
伝
え
聞
く
」
の
例

・
汝
を
と
我
を
人
そ
離
く
な
る
い
で
我
が
君
人
の
中
言
聞
き
こ
す
な
ゆ
め
（
六
六
〇
）

（
あ
な
た
と
私
と
の
仲
を
人
が
引
き
裂
こ
う
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ど
う
ぞ
わ
が
君
よ
、
人
の

中
傷
な
ど
に
耳
を
貸
さ
な
い
で
下
さ
い
、
決
し
て
。
）

・
荒
磯
辺
に
着
き
て
漕
が
さ
ね
杏
人
の
浜
を
過
ぐ
れ
ば
恋
し
く
あ
り
な
り
（
一
六
八
九
）

（
荒
磯
の
岸
辺
に
沿
っ
て
漕
い
で
く
だ
さ
い
。
杏
人
の
浜
を
素
通
り
す
る
と
恋
し
く
て
た
ま
ら
な

く
な
る
と
い
う
話
で
す
か
ら
。
）

・
～
娘
子
ら
は

思
ひ
乱
れ
て

君
待
つ
と

う
ら
恋
す
な
り
～
（
三
九
七
三
）

（
お
と
め
ら
は
心
乱
れ
て
、
あ
な
た
の
お
出
ま
し
を
心
待
ち
に
待
ち
焦
が
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
）

・
春
草
を
馬
咋
山
ゆ
越
え
来
な
る
雁
の
使
は
宿
り
過
ぐ
な
り
（
一
七
〇
八
）

（
春
草
を
馬
が
食
う
、
そ
の
咋
山
を
越
え
て
来
る
と
い
う
雁
の
使
は
、
こ
の
旅
寝
の
小
屋
を
通
り

過
ぎ
て
行
く
ら
し
い
。
）


